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国という名を三回程度使用したことがあるが、一九七一年に国連を脱退した中華民国政府は、中華人民共和国 「台湾は中国の 部」と強く主張するなかで 地方とみなされうる「ＴＡＩＷＡＮ」使用を拒否した。一九八〇年代に台湾は「チャイニーズ・タイペイ」 （中華台北）の名での参加に合意し、国際舞 へ復帰する。　
しかし、中国と台湾との関係は、













ヒマラヤでのウルトラマ活躍し始めている。実は、台湾はマラソン人口が多く、二〇一四年に四二・一九五キロ未満のレースが二五〇、それ以上のレースが一一〇開催され、世界のなか も日本に次ぐ第四位の多さである。一九九〇年代以降のレジャー 普及にともない、ジョギングやフィットネスなど一般人が参加するスポーツ活動が爆発的に増 してきた。そのなかで、林義傑らは数々の苛酷な困難と逆境を乗り越え、世界で活躍をするという台湾の夢を背負った象徴的な存在となっている。　
また、ここ一〇年来根強い人気





て拔河運動協会が設立され、八人制のスポーツ競技 学校単位でのチームを中心に拡大した。二〇〇〇年 第六回世界綱引選手権大会での六位に始まり、高雄ワールドゲームズで 優勝でも注目を集め、二〇一四年の国内の全国大会では九〇を超えるチームが参加している。　
なかでも一九九七年に進学校に
結成された「景美女中」チーム活躍は目覚ましく、二 一四年アメリカでの世界大 に、師範大学と合同して代表チームを作り 五四〇キロ級で銅メダル、五〇〇キロ級で優勝し三連覇を果た た。●後追いするスポーツ政策　
政府は、二〇一三年にも「体育
スポーツ政策白書」を発表し、運
動習慣の拡大、国際競技力の引き上げ、産業の育成などの目標を掲げている。しかし、現状は、マスコミで「台湾之光」などと注目される選手たちの活躍に依存して、国民の「誇り」をとり戻し台湾の知名度をあげようとする後追い状況にある。　
歴史の記憶やナショナリズムと
結びつき、社会の一体感の醸成亀裂の顕在化の双方向に微妙な作用をもたらしてきた台湾のスポーツだが、台湾の誇りを構築していく新しい方向性も見出しうる。オリンピック競技にと われずに見渡してみれば、ウルトラマラソン、綱引き、自転車などの世界で、台湾は相当に熱いスポットである。（しみず
　
うらら／東京大学東洋
文化研究所特任研究員）
